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H29年度活動概要 

「木材生産性向上検討会」～改善グループに参加し生産性を向上させませんか～ 
【参加条件】 
 ・木材生産性の向上を図ることに意欲的であること 
 ・改善に取組んだ結果を広く公開することに同意すること 

『スタートアップ』 

「事業体の概要」 の作成 
 ・チーム数 
 ・人数 
 ・年間人工数 
 ・年間生産量 
 ・1人当たり年間生産量(m3/年) 
 ・生産性  の把握 

【セミナーの開催】 
○「課題の抽出」 

 生産現場における課題抽出の
方法を学ぶ 
講師 Global改善360 
  代表 圓谷 公康 
H29.6.5開催 

 （現状の把握）  （課題の抽出） 
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【相互訪問】 

『改善の取組』 
 （改善チームの組織化） 

～プロジェクトチーム～ 

・ PDCAサイクルを回し改善に取  
 組む事業体3者程度で改善グ 
 ループを組織する。 
・ メンバーの現場を相互訪問し 
 OJTにより現場を点検し改善に  
 取組む。 

『「PDCAサイクル」を回す』 メンバーの
取り組み 

抽出した課題解決に向けた計画の作成 
＜計画事項＞  

配置人数、計画生産量、計画人工、目
標生産性、1本あたりの平均幹材積、行
程、使用機械 等 

計画どおり事業が行えているかどうか
を確認するために実行結果を記録する。 
（日報等記録の整理） PDCA 

サイクル 

新たに抽出された課題解決に
むけ、配置人数、生産工程の
見直しをする。 

メンバーが集まり（相互訪問） 

実行結果からボトルネックを検証し新た
な課題の抽出。 

生産性向上の指導で
成果をあげた専門家
から必要に応じ助言
を得る。 

『成果の公表』 

現地検討会で得た成果について、他の事業体の参考にできるよう積極的に公表する。（手法については未定） 

<オプション> 
 課題解決の参考となる先進地調査の実施 
 （候補地：大分県臼杵市） 


